
 2023年度　東京服飾専門学校 教科別シラバス

学期 回数（限） 時間数 学年 クラス

前期 28 35 1

科目概要

習得項目

評価方法

ステップ （月/日）

1 4月10日

2 4月17日

3 4月24日

4 5月1日

5 5月8日

6 5月15日

7 5月22日

8 5月29日

9 6月5日

10 6月12日

11 6月19日

12 6月26日

13 7月3日

14 7月10日

講師区分 常勤 講師名
関係実
務経験

石川誠・久野麻衣
国内外ブランドでの営業・MD実務／
雑誌・webメディアの編集・ライター実務

学科コース

専攻科

他授業連携学習内容・課題 習得目標

Tシャツグラフィックデザイン
中間チェック

プレゼン能力の習得

課題内容の理解

リメイク　リサーチ リサーチ能力

株式会社アズノゥアズ

問題解決能力の習得

Tシャツグラフィックデザイン
企画プレゼン

プレゼン能力の習得

リメイク　課題説明

リメイク　課題ワーク 提案能力

選択区分

授業科目名

授業形態（講義/実習割合）

産学連携実習

企業連携・企業講師必修 or 選択

各項目に標準点を置き「授業態度・製作意欲・習熟度」100ポイントを担当講師採点。
「課題評価」100ポイントを連携企業採点として、その平均値を算出し評価を行う。
（出席率が75%未満、成績評価が60点未満の場合は補習の対象となる）   出席率が65%未満の場合は留年。

株式会社ベネフィット

実技60% 講義40% 株式会社ベネフィット 他

企業の仕事についての理解を深めるため企業と連携して実践的な課題に取り組むことで、アパレル業界で必要
となる知識や経験を得る。

・課題に対しての理解力を養い、提案能力を習得
・問題解決能力を養う
・プレゼン能力の習得

必修

授
業
計
画

オリエンテーション

Tシャツグラフィックデザイン
課題説明

課題内容の理解

Tシャツグラフィックデザイン
ショップリサーチ

リサーチ能力

Tシャツグラフィックデザイン
課題ワーク

提案能力

Tシャツグラフィックデザイン
課題ワーク



 2023年度　東京服飾専門学校 教科別シラバス

学期 回数（限） 時間数 学年 クラス

後期Ⅰ 22 27.5 1

科目概要

習得項目

評価方法

ステップ （月/日）

1 9月4日

2 9月11日

3 9月25日

4 10月2日

5 10月16日

6 10月23日

7 10月30日

8 11月6日

9 11月13日

10 11月20日

11 11月27日

講師区分 常勤 講師名
関係実
務経験

石川誠・久野麻衣
国内外ブランドでの営業・MD実務／
雑誌・webメディアの編集・ライター実務

各項目に標準点を置き「授業態度・製作意欲・習熟度」100ポイントを担当講師採点。
「課題評価」100ポイントを連携企業採点として、その平均値を算出し評価を行う。
（出席率が75%未満、成績評価が60点未満の場合は補習の対象となる）   出席率が65%未満の場合は留年。

・課題に対しての理解力を養い、提案能力を習得
・問題解決能力を養う
・プレゼン能力の習得

株式会社アミナコレクション

コラボ商品企画　ショップリサーチ 提案能力 株式会社アミナコレクション

ファッションワールド東京見学 業界構造理解 RX Japan株式会社

授
業
計
画

学習内容・課題 習得目標 他授業連携

コラボ商品企画　中間チェック

課題内容の理解

授業科目名 学科コース

選択区分

必修 or 選択 授業形態（講義/実習割合） 企業連携・企業講師

産学連携実習 専攻科

企業の仕事についての理解を深めるため企業と連携して実践的な課題に取り組むことで、アパレル業界で必要
となる知識や経験を得る。

必修 実技60% 講義40% 株式会社アズノゥアズ 他

リメイク　課題ワーク 提案能力 株式会社アズノゥアズ

リメイク　中間チェック プレゼン能力の習得

リメイク　課題ワーク 問題解決能力の習得

コラボ商品企画　課題ワーク

プレゼン能力の習得

リメイク　企画プレゼン プレゼン能力の習得

コラボ商品企画　課題説明



 2023年度　東京服飾専門学校 教科別シラバス

学期 回数（限） 時間数 学年 クラス

後期Ⅱ 20 25 1

科目概要

習得項目

評価方法

ステップ （月/日）

1 12月5日

2 12月11日

3 12月18日

4 12月25日

5 1月15日

6 1月22日

7 1月29日

8 2月5日

9 2月19日

10 2月26日

講師区分 常勤 講師名
関係実
務経験

授業科目名 学科コース

選択区分

必修 or 選択 授業形態（講義/実習割合） 企業連携・企業講師

産学連携実習 専攻科

企業の仕事についての理解を深めるため企業と連携して実践的な課題に取り組むことで、アパレル業界で必要
となる知識や経験を得る。

必修 実技60% 講義40% 株式会社クレヨン 他

各項目に標準点を置き「授業態度・製作意欲・習熟度」100ポイントを担当講師採点。
「課題評価」100ポイントを連携企業採点として、その平均値を算出し評価を行う。
（出席率が75%未満、成績評価が60点未満の場合は補習の対象となる）   出席率が65%未満の場合は留年。

・課題に対しての理解力を養い、提案能力を習得
・問題解決能力を養う
・プレゼン能力の習得

授
業
計
画

学習内容・課題 習得目標 他授業連携

ブランド商品企画
課題ワーク

ブランド商品企画
企画プレゼン

プレゼン能力の習得

ショー週間

コラボ商品企画　企画プレゼン プレゼン能力の習得

ブランド商品企画
課題説明

リサーチ力 株式会社クレヨン

ブランド商品企画
ショップリサーチ

コラボ商品企画　課題ワーク 問題解決能力の習得 株式会社アミナコレクション

提案能力

石川誠・久野麻衣
国内外ブランドでの営業・MD実務／
雑誌・webメディアの編集・ライター実務



 2023年度　東京服飾専門学校 教科別シラバス

学期 回数（限） 時間数 学年 クラス

前期 28 35 1

科目概要

習得項目

評価方法

ステップ （月/日）

1 4/11～4/18

2 4/25～5/16

3 5/23～5/30

4 5/30

5 6/6～7/18

講師区分 非常勤 講師名
関係実
務経験

大森　正樹 （株）エイネット　パタンナー歴32年

授業科目名 学科コース

パターン製図 専攻科

選択区分

必修 or 選択 授業形態（講義/実習割合） 企業連携・企業講師

必修 実技80％、講義20％ なし

授
業
計
画

学習内容・課題 習得目標 他授業連携

コレクションの中から参考ディテールを
選ぶ

オリジナルデザインに変
換する力を高める

デザイン画を型紙におこす
パターン表現力を身に

付ける
高度造形実習

トワル制作
イメージ通りにトワルを組
み立てるスキルを高める

高度造形実習

型紙補正
正確に型紙に置き換える

力を高める
高度造形実習

本縫い
縫製の工程や正確性を高

める

・コレクションディテールなどから引用して、デザインを学ぶ。
・製図、立体いずれかで型紙を作り、理解する。
・素材、各デザインに応じた縫製を学ぶ。

1、課題評価　デザインに合った製図が引けているか、提出物への総合評価。
2、授業態度　出席率・集中度など。
＊総合評価１００ポイント。成績評価が６０点未満の場合は補修の対象。

・より高度な製図・立体技法を用いて、複雑かつ美しいフォルムの研究を行う。
・多種類素材の扱い、技法の研究を行う。



 2023年度　東京服飾専門学校 教科別シラバス

学期 回数（限） 時間数 学年 クラス

後期Ⅰ 26 32.5 1

科目概要

習得項目

評価方法

ステップ （月/日）

1 9/5～9/12

2 9/19～10/10

3 10/17～10/24

4 10/31

5 11/14～11/21

6 11/28

講師区分 非常勤 講師名
関係実
務経験

専攻科パターン製図

1、課題評価　デザインに合った製図が引けているか、提出物への総合評価。
2、授業態度　出席率・集中度など。
＊総合評価１００ポイント。成績評価が６０点未満の場合は補修の対象。

・コレクションディテールなどから引用して、デザインを学ぶ。
・製図、立体いずれかで型紙を作り、理解する。
・素材、各デザインに応じた縫製を学ぶ。

卒業制作　シーチング仮縫い・パターン
修正

卒業制作　本生地裁断

授
業
計
画

学習内容・課題

卒業制作　シーチング仮縫い準備

卒業制作に向けてパターンの研究
素材に合わせたパターン

を学ぶ

授業科目名 学科コース

選択区分

必修 or 選択 授業形態（講義/実習割合） 企業連携・企業講師

・より高度な製図・立体技法を用いて、複雑かつ美しいフォルムの研究を行う。
・多種類素材の扱い、技法の研究を行う。

必修 実技80％、講義20％ なし

習得目標 他授業連携

卒業制作に向けての素材、テクニック研
究

イメージを具現化しパター
ンに反映する力を高める

高度造形実習

卒業制作　モデルサイズでのオリジナ
ルデザインの製図

正確なパターン力のスキ
ルを高める

高度造形実習

縫製に向けての段取り、
仕込みの準備を手際よく

仮縫いに向けての段取
り、調整力を高める

高度造形実習

正確な補正力、修正力の
スキルを高める

高度造形実習

大森　正樹 （株）エイネット　パタンナー歴32年



 2023年度　東京服飾専門学校 教科別シラバス

学期 回数（限） 時間数 学年 クラス

後期Ⅱ 22 27.5 1

科目概要

習得項目

評価方法

ステップ （月/日）

1 12/5

2 12/12

3 12/19～2/6

4 2/6～3/5

講師区分 非常勤 講師名
関係実
務経験

大森　正樹 （株）エイネット　パタンナー歴32年

授業科目名

1、課題評価　デザインに合った製図が引けているか、提出物への総合評価。
2、授業態度　出席率・集中度など。
＊総合評価１００ポイント。成績評価が６０点未満の場合は補修の対象。

・コレクションディテールなどから引用して、デザインを学ぶ。
・製図、立体いずれかで型紙を作り、理解する。
・素材、各デザインに応じた縫製を学ぶ。

習得目標 他授業連携

授
業
計
画

学習内容・課題

卒業制作　実物仮縫い縫製

卒業制作　小物制作

学科コース

授業形態（講義/実習割合） 企業連携・企業講師

専攻科

選択区分

必修 or 選択

パターン製図

・より高度な製図・立体技法を用いて、複雑かつ美しいフォルムの研究を行う。
・多種類素材の扱い、技法の研究を行う。

必修 実技80％、講義20％ なし

本縫いの精度を高める対
策を思考する

卒業制作　実物仮縫い
正確な補正力、修正力の

スキルを高める
高度造形実習

卒業制作　本縫い
期限納期を守り、より精度
の高い物作りを学ぶ

高度造形実習

服とは違うパターン、縫製
の仕組みを学ぶ



 2023年度　東京服飾専門学校 教科別シラバス

学期 回数（限） 時間数 学年 クラス

前期 28 35 1

科目概要

習得項目

評価方法

ステップ （月/日）

1 4月12日

2 4月19日

3 4月26日

4 5月3日

5 5月10日

6 5月17日

7 5月24日

8 5月31日

9 6月7日

10 6月14日

11 6月21日

12 6月28日

13 7月5日

14 7月12日

講師区分 常勤 講師名
関係実
務経験

山下　節子 注文服製作

授業科目名

デザインの完成度及び表現力の向上
シルエット、全体のバランスを考える
異素材の研究

作品の表現を上げる制作力
製図、パターン制作の向上

授
業
計
画

学習内容・課題 習得目標 他授業連携

デザイン起こし、トワル

学科コース

高度造形実習 専攻科

選択区分

必修 or 選択 授業形態（講義/実習割合）

必修 実技80% 講義20% なし

フレンチスリーブ製図 トワル制作

ドルマンスリーブ製図 製図からデザイン

前期修了ショー話し合い コンセプト決定

企業連携・企業講師

１、課題評価　制作工程の進行状況
２、授業態度（出席率、集中度）

オリエンテーション 各自の目標

〃

〃

〃

制作、提出 表現技術向上

〃

〃

〃

〃

〃



 2023年度　東京服飾専門学校 教科別シラバス

学期 回数（限） 時間数 学年 クラス

後期Ⅰ 26 32.5 1

科目概要

習得項目

評価方法

ステップ （月/日）

1 9月6日

2 9月13日

3 9月20日

4 9月27日

5 10月4日

6 10月11日

7 10月18日

8 10月25日

9 11月1日

10 11月8日

11 11月15日

12 11月22日

13 11月29日

講師区分 常勤 講師名
関係実
務経験

授業科目名 学科コース

モデル採寸、製図制作
シーチング仮縫い準備		

製図の研究
バランスを考える	

（卒業制作）素材研究 素材決定

〃

高度造形実習 専攻科

シーチング仮縫い及び実物制作

〃

〃

選択区分

必修 or 選択 授業形態（講義/実習割合） 企業連携・企業講師

なし

デザインの完成度及び表現力の追求
シルエット、バランスを考える
異素材の研究

必修　　 実技80% 講義20%

デザインの研究 デザイン完成度

１、課題評価　制作工程の進行状況
２、授業態度（出席率、集中度）

表現力、作品の完成度アップ
製図パターンの制作力

授
業
計
画

学習内容・課題 習得目標 他授業連携

ディティール研究

〃 〃

〃 〃

〃

〃

〃

〃

山下　節子 注文服製作



 2023年度　東京服飾専門学校 教科別シラバス

学期 回数（限） 時間数 学年 クラス

後期Ⅱ 22 27.5 1

科目概要

習得項目

評価方法

ステップ （月/日）

1 12月6日

2 12月13日

3 12月20日

4 1月10日

5 1月17日

6 1月24日

7 1月31日

講師区分 常勤 講師名
関係実
務経験

授業科目名 学科コース

選択区分

必修 or 選択 授業形態（講義/実習割合） 企業連携・企業講師

なし

高度造形実習 専攻科

デザインの完成度及び表現力の追求
特にシルエット、バランスを考える
異素材の研究

必修　　 実技80% 講義20%

１、課題評価　制作工程での進行状態
２、授業態度（出席率、集中度）

表現力、完成度アップ
製図、パターンの制作力

実物仮縫い、補正

授
業
計
画

学習内容・課題 習得目標 他授業連携

本縫い

提出

〃

中間チェック

小物制作及び仕上げ
最終チェック、補正

〃

山下　節子 注文服製作



 2023年度　東京服飾専門学校 教科別シラバス

学期 回数（限） 時間数 学年 クラス

前期 28 35 1

科目概要

習得項目

評価方法

ステップ （月/日）

4月13日

4月20日

4月27日

5月11日

5月18日

5月25日

6月8日

6月15日

6月22日

6月29日

7月6日

7月13日

講師区分 常勤 講師名
関係実
務経験

ジョノー　エロイーズ
Marani、L'sEclaireur、
2G2L　Fashion　Design and Consultingに
デザイナーとして勤務

授業科目名 学科コース

デザインクリエーション 専攻科

選択区分

必修 or 選択 授業形態（講義/実習割合） 企業連携・企業講師

必修 実技・実習 なし

１. テーマや素材、世にある優れたデザインに目を向け想像応用力（コンテスト）を養う。
２. コンセプト、デザインストーリーの構築を理解する。

企画書、仕様書の作成
卒業修了ショーデザイン／スクラップブック

授業姿勢、製作課題評価

授
業
計
画

学習内容・課題 習得目標 他授業連携

卒業修了ショーデザイン・１
「自分の好きなデザイン系統について、文章とイラスト表現」

スクラップブック
卒業制作ファッションショー制作実

習／
鷺先生・上野先生・柳澤先生

卒業修了ショーデザイン・２
「自分の好きなデザイン系統について、文章とイラスト表現」

一次まとめ 〃 〃

卒業修了ショーデザイン・３
「自分の好きなデザイン系統について、文章とイラスト表現」

一次まとめ 〃 〃

コンテストスタイル画作品・１
日暮里ファッションデザインコンテスト２０２３

表現力・独創性・
作品の完成度

コンテストスタイル画作品・２
RECLOTHES CUP 2023

BOOKOFF主催アップサイクルデザインコンテスト

表現力・独創性・
作品の完成度

コンテストスタイル画作品・２
RECLOTHES CUP 2023

BOOKOFF主催アップサイクルデザインコンテスト
〃

コンテストスタイル画作品・１
日暮里ファッションデザインコンテスト２０２３

〃

コンテストスタイル画作品・１
日暮里ファッションデザインコンテスト２０２３

〃

コンテストスタイル画作品・３
ユニフォームコンクール「第２５回千年大賞」

〃

コンテストスタイル画作品・３
ユニフォームコンクール「第２５回千年大賞」

〃

コンテストスタイル画作品・２
RECLOTHES CUP 2023

BOOKOFF主催アップサイクルデザインコンテスト
〃

コンテストスタイル画作品・３
ユニフォームコンクール「第２５回千年大賞」

表現力・独創性・
作品の完成度

1

2

3

4



 2023年度　東京服飾専門学校 教科別シラバス

学期 回数（限） 時間数 学年 クラス

後期Ⅰ 24 30 1

科目概要

習得項目

評価方法

ステップ （月/日）

9月7日

9月14日

9月21日

9月28日

10月5日

10月12日

3 10月19日

10月26日

11月2日

11月9日

11月16日

11月30日

講師区分 常勤 講師名
関係実
務経験

ジョノー　エロイーズ
Marani、L'sEclaireur、
2G2L　Fashion　Design and Consultingに
デザイナーとして勤務

1

授
業
計
画

学習内容・課題

授業科目名 学科コース

デザインクリエーション 専攻科

実技・実習 なし必修

卒業修了ショーデザイン・４ ブラッシュアップ

１. テーマや素材、世にある優れたデザインに目を向け想像応用力（コンテスト）を養う。
２. コンセプト、デザインストーリーの構築を理解する。

選択区分

必修 or 選択 授業形態（講義/実習割合） 企業連携・企業講師

授業姿勢、製作課題評価

企画書、仕様書の作成
卒業修了ショーデザイン／ブラッシュアップ・チェック

習得目標 他授業連携

卒業修了ショーデザイン・４ 〃

コンテストスタイル画作品・４
第９８回装苑賞

表現力・独創性・
作品の完成度

チェック

コンテストスタイル画作品・５
FASHION SHOES CONTEST 2024

4

コンテストスタイル画作品・５
FASHION SHOES CONTEST 2024

表現力・独創性・
作品の完成度

2

コンテストスタイル画作品・４
第９８回装苑賞

〃

コンテストスタイル画作品・４
第９８回装苑賞

〃

コンテストスタイル画作品・４
第９８回装苑賞

〃

卒業修了ショーデザイン・５

5

コンテストスタイル画作品・６
SUSTAINABLE FASHION DESIGN AWARD

〃

コンテストスタイル画作品・６
SUSTAINABLE FASHION DESIGN AWARD

〃

〃

コンテストスタイル画作品・６
SUSTAINABLE FASHION DESIGN AWARD

表現力・独創性・
作品の完成度



 2023年度　東京服飾専門学校 教科別シラバス

学期 回数（限） 時間数 学年 クラス

後期Ⅱ 22 27.5 1

科目概要

習得項目

評価方法

ステップ （月/日）

12月7日

12月14日

12月21日

1月11日

1月18日

1月25日

2月1日

講師区分 常勤 講師名
関係実
務経験

授業科目名 学科コース

実技・実習 なし

デザインクリエーション 専攻科

１. テーマや素材、世にある優れたデザインに目を向け想像応用力（コンテスト）を養う。
２. コンセプト、デザインストーリーの構築を理解する。

選択区分

必修 or 選択 授業形態（講義/実習割合） 企業連携・企業講師

必修

授業姿勢、製作課題評価

企画書、仕様書の作成

コンテストスタイル画作品・７
UMBRELLA DESIGN COMPETITION 2024

表現力・独創性・
作品の完成度

コンテストスタイル画作品・７
UMBRELLA DESIGN COMPETITION 2024

〃

コンテストスタイル画作品・８
MANHATTAN PORTAGE ART AWARD 2024

表現力・独創性・
作品の完成度

授
業
計
画

学習内容・課題

デザイン製作技法の指導
パターン製図／大森先生
高度造形実習／山下先生

デザイン製作技法の指導

1

2
コンテストスタイル画作品・８
MANHATTAN PORTAGE ART AWARD 2024

〃

習得目標 他授業連携

〃3

〃デザイン製作技法の指導

ジョノー　エロイーズ
Marani、L'sEclaireur、
2G2L　Fashion　Design and Consultingに
デザイナーとして勤務



 2023年度　東京服飾専門学校 教科別シラバス

学期 回数（限） 時間数 学年 クラス

前期 28 35 1

科目概要

習得項目

評価方法

ステップ （月/日）

1 4月14日

2 4月21日

3 4月28日

4 5月12日

5 5月19日

6 5月26日

7 6月2日

8 6月9日

9 6月16日

10 6月23日

11 6月30日

12 7月7日

7月14日

13 7月21日

講師区分 常勤 講師名
関係実
務経験

コレクションブランドのデザイナー、
舞台衣装のデザイナー経験あり

鷺典子、柳澤沙織、
上野菜月、

ジョノーエロイーズ

＊たたき台のデザイン画夏休みの宿題　＊9月からデザイン画スタート１０月末にデザイン画上がり

プレゼンに向けての資料作り
プレゼンテーション力

を高める

自習予備日

資料作り

授業科目名 学科コース

卒業制作ファッションショー制作実習 専攻科

選択区分

必修 or 選択 授業形態（講義/実習割合） 企業連携・企業講師

必修 実技８０％・講義２０％ なし

前期修了ショー

カテゴリー決め理事長プレゼン
プレゼンテーション力

を高める	

ショー企画、全体会議
ファッションショーのテーマ及びカテゴリー名を考える。衣装デザインを準備する。

話し合いの協調性・自己主張・デザインの発想力を養う。

話し合いの協調性・自己主張・デザインの発想力での評価

6~7チームへクラス分けする 話し合いの協調性

グループ名話し合い、資料作り 話し合いの協調性

プレゼン練習
プレゼンテーション力

を高める	

全体テーマ決め理事長プレゼン本番
プレゼンテーション力

を高める

学習内容・課題 習得目標 他授業連携

ショー全体の説明、授業の流れ
リーダー、サブリーダー決める

発想力を高める

資料の修正,プレゼン練習
プレゼンテーション力

を高める

授
業
計
画

話し合いの協調性	 デザインワーク

クラス内で１人１案出して１人ずつ発表
３案に決める、資料作り

発想力を高める デザインワーク

３案のプレゼン資料作りパワポにて 発想力を高める	

３案×４クラス＝１２案の説明、共有 話し合いの協調性



 2023年度　東京服飾専門学校 教科別シラバス

学期 回数（限） 時間数 学年 クラス

後期Ⅰ 24 30 1

科目概要

習得項目

評価方法

ステップ （月/日）

1 9月1日

2 9月8日

3 9月15日

4 9月22日

5 9月29日

6 10月6日

7 10月13日

8 10月20日

9 10月27日

10 11月10日

11 11月17日

12 11月24日

講師区分 常勤 講師名
関係実
務経験

オリエンテーション
布の加工

習得目標 他授業連携

専攻科

素材の考え方

授業科目名 学科コース

なし

素材学

必修

必修 or 選択

学習内容・課題

素材、生地を知る。
織る、編む、刺すのテクニックを知る。
生地の加工など。

選択区分

授業形態（講義/実習割合） 企業連携・企業講師

講義、実習

作品、課題提出

素材の活かし方、加工、２次的加工など、コレクション誌のテクニックの研究。
編み物、織物、オリジナルのテキスタイルの制作まで
立体にもチャレンジ

授
業
計
画

ポリエステル. シルク
ミシンワーク

熱可塑性

布の加工
パッチワーク、重ね縫い

レリーフ、

編み地　編み込み

編み地　模様編み

編み物、棒針

ピンタック、シーム

フリル、ギャザー 立体感

編み物　製図の知識 形の作り方

立体

編み物実習

編み物実習

編み物のテクニック

あみ糸以外の素材 リサイクル

雑誌編集、アパレルデザイナー、手芸研究家古賀



 2023年度　東京服飾専門学校 教科別シラバス

学期 回数（限） 時間数 学年 クラス

後期Ⅱ 22 27.5 1

科目概要

習得項目

評価方法

ステップ （月/日）

13 12月1日

14 12月8日

15 12月15日

16 1月12日

17 1月19日

18 1月26日

講師区分 常勤 講師名
関係実
務経験

授業科目名 学科コース

専攻科

必修

素材学

素材、生地を知る。
織る、編む、刺すのテクニックを知る。
生地の加工など。

選択区分

必修 or 選択 授業形態（講義/実習割合） 企業連携・企業講師

講義、実習 なし

作品、課題提出

素材の活かし方、加工、２次的加工など、コレクション誌のテクニックの研究。
編み物、織物、オリジナルのテキスタイルの制作まで
立体にもチャレンジ

学習内容・課題

編む、織る、刺す
複合テクニック

他授業連携

生地を作る

習得目標

授
業
計
画

作品提出、講評会

実習

生地を作るレース、チュール

実習

メッシュ、オープンワーク 生地を作る

雑誌編集、アパレルデザイナー、手芸研究家古賀


